2011年5月9日
「第10回アジアドラゴンボート（ＡＤＢＦ）連盟総会」報告書
（社）日本ドラゴンボート協会
副理事長・国際担当
菖蒲　誠
2011年5月6日（金）に中国・常州市・武逬区（Wujin）で開催された「第10回アジアドラゴンボート連盟総会」に出席してきました。以下、内容を報告致します。
総会日時：2011年5月6日（金）
会議場　：Taifuwan Tourism Resort Zone,

Wujin, Changzhou, China (中国・常州市・武逬区、大湖湾)

出席者・国 (11カ国)：副会長：Benjamin Ramos (フィリピン)

　　　　　　　　　　　副会長：Lai Chew Hock (マレーシア)

　　　　　　　　　　　副会長：Aki Chen (中華・台北)

　　　　　　　　　　　副会長：Kitty Wong (マカオ・欠席につきPeter Tang代理出席)

　　　　　　　　　　　　       Mr. Yu Hanqiao (中国)

　　　　　　　　　　　　　　　 Mr. Mike Chung (香港)

　　　　　　　　　　　　　　　 Dr. Ma Raymond (香港)

　　　　　　　　　　　　　　　 Mr. Edy Suyono (インドネシア)

　　　　　　　　　　　　　　　 Mr. Sandeep Gupta (インド)

　　　　　　　　　　　　　　　 Mr. Lim Wee Kok, Mr. Ong Eng Boon (シンガポール)

　　　　　　　　　　　　　　　 Mr. Makoto Shobu (日本)

ゲスト：韓国・ブサン・ドラゴンボート協会（3名）
　　　　　　　　 
議題　　：１．出欠確認
　　　　　２．第9回総会議事録承認（2008年度、マレーシア・ペナン）
　　　　　３．活動報告（2008年～2010年）事務局長（Mr.Hu Jianguo）
　　　　　４．分科会からの報告
　　　　　　　・Technical Committee (競技委員会)：Mr. Benjamin Ramos

　　　　　　　・Members Committee (組織拡大委員会)：Mr. Lai Chew Hock

　　　　　　　・Marketing Committee (営業委員会)：Mr. Yu Hanqiao (代読)

　　　　　　　・Medical Committee (医事委員会)：Dr. Than Toe

　　　　　５．会計報告（2008年～2010年）
　　　　　６．ADBF規定改正案
　　　　　７．ADBF競技規定改正案
　　　　　８．ADBF加盟希望国（イラン、インド、アラブ首長国連邦<UAE>）
　　　　　９．2012年度アジアドラゴンボート選手権大会－韓国立候補
　　　　　　　2012年度アジアクラブカップ選手権大会－マレーシア、シンガポール立候補
　　　　　10．アジアドラゴンボート連盟役員改選
　　　　　　　会長、副会長、事務局長、理事会
　　　　　11．その他
主な討議事項
１．活動報告（2008年～2010年）より
· 主な大会
2008年8月 ：第8回アジアドラゴンボート選手権大会（マレーシア・ペナン）
　　　2008年10月：第1回アジア・ビーチ・ゲームズ（インドネシア・バリ島）
　　　2010年4月―5月：第9回アジアドラゴンボート選手権大会
（中国・常州市・武逬区<Wujin>）
　　　2010年11月：アジア大会（中国・広州、<アジアオリンピック評議会>）
· 2010年11月、アジア大会開催時にアジアドラゴンボート連盟会長Madam Xiao Mingと、世界カヌー連盟会長とミーティングを持ち、それぞれのスポーツの発展の為に協力することを確認。
２．競技委員会からの報告
· 今後ADBFとして身障者にもドラゴンボート競技の楽しさを共有してもらえるように、競技カテゴリーを増やす。
· 大学生、ジュニアカテゴリーを増やす。
３．組織拡大委員会からの報告
· イラン、アラブ首長国連邦（UAE）、インドがADBFへの加盟を申請
４．医事委員会からの報告
· 今後ますますドーピングに関する対応を強化する（WADAからの指示）
５．営業委員会からの報告
· ADBFメンバー間、事務局間のコミュニケーションが不足していたので、ADBFのウェブサイトを再構築して、情報共有を活発化させる。
· ADBFのロゴ付きユニフォーム等を販売、着用することで、ADBFの認知度を高める。
· アジアの伝統競技であるドラゴンボートなので、今後のドラゴンボート競技、規定等についても文化的背景を意識した活動を行う。
６．財務委員会
· 事務局から会計報告がなされた。ADBF会費の支払い実績が良くないという報告があったが、事務局の態勢も整っていなかった。会費の支払い状況を再確認の上、メンバー国に請求書を送るようにする。
７．事務局より、総則、競技規定についての見直し案の提出
　　１）Dragon Boat という名称を「Long Zhou」に変更したい。従って、「Asian Dragon Boat Federation」を「Asian Long Zhou Federation」と改名する。その理由は2点。
・「Dragon」という語には西欧では「悪魔」という意味もあり相応しくない。
・中国の伝統を再認識する意味で、「龍舟」の漢語読み（Long Zhou）を充てる。例えば、日本の「空手」、「柔道」、韓国の「テコンドー」等も自国の名称を世界が使っている。
　　　　　　　　　　　　　　↓
この提案については、多くの異論や質問がなされた。
・オリンピック競技に向けての努力をしている最中であるから、世界連盟（(IDBF)との意見調整が必要である。アジアだけが別行動を取るというイメージを与えることは不適当である（Mr. Benjamin Ramos）。
・世界的に既に「Dragon Boat sport」という名称が定着しており、まして西欧諸国から文句が出ている訳でもないので、改めて名称変更を行う理由が見当たらない（菖蒲）。
　　　　　　　　　　　　　　↓
採決の結果、結論としては、当面「Asian Dragon Boat Federation (Long Zhou)」という括弧付きで表示して様子を見るということになった。
２）競技人口を増やすことを目的に、ADBF独自のカテゴリーとして、競技種目に3人漕ぎ、4人漕ぎのカテゴリーを加える。これらのカテゴリーは中国ではかなり普及している。
８．イラン、インド、アラブ首長国連邦（UAE）の加盟が全員一致で可決された。
９．次回大会の立候補・承認
· 韓国・ブサン市から、2012年度・アジアドラゴンボート選手権大会開催の立候補プレゼンがあり、全員一致で承認された。
· シンガポールから、2012年度・アジアクラブカップ選手権大会（ACCC）開催立候補プレゼンがあり、全員一致で承認された。マレーシアは2008年にアジアドラゴンボート選手権大会を主催していることもあり、立候補を撤回。
10．役員改選
· 役員任期は今まで2年であったが、3年に延長された。役員の定年は今まで70歳であったが、75歳まで延長された。
· 副会長職は今まで定員4名であったが、出来るだけ多くの国々の意見と文化をと加味したいという趣旨で、今回の改選より定員を6名に変更した。
· 新役員
会長：Mr. Hu Jianguo ( 中国)

副会長：Benjamin Ramos, Jr. (フィリピン)

　　　　Aki Chen （中華台北）
　　　　Kitty Wong （マカオ）
　　　　Kiyoko Ono （日本）
　　　　Lai Chew Hock（マレーシア）
　　　　Mike Chung（香港）
事務局長：Mr. Yu Hanqiao（中国）
会計　　：Mr. Xin Yi (Rex)（中国）
理事　　：Mr. Than Toe（ミャンマー）
　　　　　Mr. Raymond Ma（香港）
　　　　　Mr. Edy Suyono （インドネシア）
　　　　　Capt. Paraj Ratanajaipan R.T.N.（タイランド）
　　　　　Mr. Kel Watt（オーストラリア）
　　　　　Mr. Sandeep Gupta（インド）
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